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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。

＜具体的な内容を記載＞

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和5年8月31日

社会福祉法人　大東福祉会

業務のIT化によりペーパーレスを図る。
施設の照明のLED化の推進と不要な照明の消灯
、デマンドコントロールシステムにより自動
で電力負荷を制御して省電力に努める。
法定速度の遵守、アイドリングストップ等事
業用車両の安全運行管理を徹底し、エネルギ
ー消費の効率化を図る。

使用済み切手の収集を行っている。
エコキャップ運動としてペットボトルのキャ
ップを集めている。
企業様向け『福祉１１０番』の無料相談窓口
を設置している。
介護予防教室を定期的に開催し、地域活性化
を図っている。

資格取得学校（日本総合福祉アカデミー大垣
校）を開校している。
地域のファミリーサポート事業の運営場所を
提供し、子育て支援に取り組んでいる。
ＩＴの活用による業務の効率化やインカム導
入及び業務管理システムのデジタル化を行っ
ている。

⑦エネルギーをみんなに
 そしてクリーンに,⑫つ
くる責任 つかう責任,⑮
森の豊かさも守ろう

介護記録等のペーパーレス化
実現
電気使用量の削減

電気使用量

令和７年度までに46.5万kWhに削
減する（令和３年度実績：51.6万
kWh）

①貧困をなくそう,③す
べての人に健康と福祉を
,⑪住み続けられるまち
づくりを

④質の高い教育をみんな
に,⑤ジェンダー平等を
実現しよう,⑧働きがい
も経済成長も

毎年、各支援団体のエコ活動
に協力している。
年4回の地域向け介護予防教
室実施

毎年、介護関係の資格取得者
3名～5名
IT化による業務軽減

ペットボトルキャップの回収数

職員の資格取得数

毎年10，000個の回収を目指す。

毎年3名～5名の資格取得

重点項目について文書等で社内共有を実施

https://www.294.or.jp/features/sdgs
会社案内のパンフレット、会社説明会資料、1Ｆロビーの掲示板


